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総合的な学習の時間における思考スキル活用に関する効果の検討 

－課題解決学習における思考の働きが知識に与える影響の分析を通して－ 
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ABSTRACT 

The purpose of this study is to develop and evaluate a unit for problem-solving learning divided into 

three learning processes of“Ⅰ.Setting hypothesis”,“Ⅱ. Inquiry of hypothesis”and“Ⅲ. Application”

in which the thinking skills required for each of the three processes are utilized and to clarify the process 

in which knowledge is refined by using thinking skills based on the description in the worksheet in the 

Period of Integrated studies of junior high school. As a result, it is thought that in problem-solving learning 

in the Period of Integrated study in junior high school, it was possible to confirm the work of scientific 

thinking ability and the utilization of thinking skills that are mainly needed for each learning process. We 

confirmed the suggestion that students' knowledge would be changed by using scientific thinking ability 

and thinking skills. 

 

Keywords : the Period of Integrated studies (総合的な学習の時間),thinking skills (思考スキル), 

problem-solving learning (課題解決学習), scientific thinking ability (科学的な思考力) 

 

１．問題の所在と研究の目的 

 平成 29 年に公示された中学校学習指導要領において育成を目指す資質・能力を三つの柱と

して「知識及び技能」，「思考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力・人間性等」に沿って

整理されている。その中でも思考力については長く教育の現場で課題とされていて,思考に焦

点をあてた研究が進められている。また,思考を働かせる認知スキルの重要性が挙げられ,思考

を働かせるための思考スキルとして注目されている。 

思考スキルの先行研究として例えば,鈴木(2005)は,小学校社会科において,「どのように」考

えるかを「思考技能」と呼び,「思考技能」の育成のために有効な学習手段として機能するグ

ラフィック・オーガナイザーを用いた学習活動例を挙げている。黒上・泰山・小島(2012a, 

 
1 ＊＊静岡大学教職大学院教育実践高度化専攻 
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2012b,2012c)の一連の研究では, 思考スキル(Thinking Skills)を「思考の結果を導くための具体

的な手順についての知識とその運用方法」と定義して,小学校の国語,算数,理科,社会,生活,総合

的な学習の時間を対象に,質的分析によって抽出し,その関係を整理している。田村・石上

(2019)では思考スキルを「思考により意味を生成するための具体的な手順と運用方法」と定義

し,中学校の理科の探究的な活動の過程を,実験前までの活動を「仮説の設定」,実験後から課題

の解決までを「仮説の検証」,学習した内容を活用するための「活用」という３つの学習の過

程に分け,それぞれの過程に主に必要となる思考スキルを「問題を見いだす」,「比較する」,

「推定する」など 20 種類を抽出している。このように学習で必要とされる思考スキルの研究

が進められているが,思考スキルの活用を位置づけた中学校の授業における単元開発の実証的

な研究は多くは見られない。 

そこで本研究では,課題解決学習の学習の過程を,実験前までの「Ⅰ.仮説の設定」,実験後から

課題の解決までの「Ⅱ.仮説の検証」,学習内容を活用する「Ⅲ.活用」という３つに分け,学習の

過程ごとに主に必要となる思考スキルの活用を位置づけた単元開発を行い,その効果を検討し

て評価することを目的とする。 

  

２．研究方法 

２－１ 総合的な学習の時間における単元開発の展開 

 学習の過程ごとに主に必要な思考スキルの活用を位置づけた単元構想を行うために,先行研

究を踏まえて,本研究における思考スキルを「思考により意味を生成するための具体的な手順と

運用方法」と定義する。思考の具体的な手順と方法としての思考スキルの活用を位置づけるこ

とで,生徒が思考を働かせて課題を解決しやすくなると考えられる。 

思考スキルが活用されるように単元構想するための学習活動として,思考を働かせて課題を

解決する課題解決学習を挙げることができる。また,平成 20 年中学校学習指導要領解説総合的

な学習の時間編と平成 29 年中学校学習指導要領解説理科編のどちらでも「教科等横断的」に学

習することが示されている。つまり,理科における課題解決学習で身についた資質・能力を総合

的な学習の時間で活用したり,総合的な学習の時間で身についた資質・能力を理科で活用したり

することができると考えられる。そこで本研究では,中学校の理科への接続を意図的に目指した

課題解決学習を総合的な学習の時間の単元として開発する。 

これらのことより,中学校１年生の総合的な学習の時間の３時間で,課題を解決するための具

体的な手続きとなる学習の過程ごとに主に必要な思考スキル活用による思考と位置付けた課題

解決学習を行う単元を開発する。 

理科への接続を意図した教科横断的な内容とするため,思考スキルが活用されるようにする

ための思考を必要とする学習課題を理科で扱う「水より密度が大きい粘土が船型にするとなぜ

水に浮くのか」という課題とする。この課題の単元における目標は「水に浮くことと密度の違

いを関連付けて考えることができ,水よりも密度が大きい物質が容積を大きくすることで密度

が水よりも小さくなって浮くことを密度の比較から見いだして説明することができる」とする。

この課題解決学習を通じて,以下の(1)～(6)のように研究を推進する。 

(1)中学校の総合的な学習の時間において「水より密度が大きい粘土を船型にするとなぜ水に 

浮くのか」という課題解決学習を３時間の授業として単元の構想を行う。  

(2)課題解決学習の学習の過程を「Ⅰ.仮説の設定」,「Ⅱ.仮説の検証」,「Ⅲ.活用」の３つの過 
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程とし,その過程ごとに主に必要となる思考スキルの活用を位置づけた単元の構想を行う。 

(3)単元構想をもとに,授業を６クラスで実践する。(6×3=18 時間) 

(4)各授業の学習活動の場面ごとにワークシートに思考した内容を記述させる。 

(5)単元構想で位置付けた思考スキルと生徒のワークシートの記述の分析から抽出された思 

考スキルを比較し,思考スキル活用の効果を検証する。 

(6)思考スキルの活用を位置づけた単元構成の効果を検討する 

生徒がワークシートに記述する内容は,生徒の一連の思考が働いて思考スキルが活用されて

思考した結果を表したものとなり,その学習活動の場面における知識と考えられる。生徒が記述

した内容を分析することで,働いた思考力や活用された思考スキルを抽出できると考えられる。

中学校の理科の接続を意識した思考スキルの活用を位置づけた課題解決学習であるため,本実

践で働く思考力は,科学的な思考力として捉えることができる。その科学的な思考力の働きを分

析するために,先行研究を踏まえると,研究者によって検証している科学的な思考力が異なり,科

学的な思考力を総括的に定義することは難しいと考えられる。そこで本研究では,先行研究を踏

まえ,課題解決学習に主に必要となる一連の思考力を,学習する内容に関して問題を見いだした

り課題解決のための見通しをもったりするための思考力として「展望構想力」,観察・実験など

で得られた結果をもとに比較したり関連付けたりして課題の解決のために論理的に分析するた

めの思考力として「論理的分析力」,学習した内容や課題解決学習の学習の過程を振り返って理

解し段階的に課題を解決し探究するための思考力として「課題探究力」の３つの力と定義する。 

これらの科学的な思考力が働いてどのような思考スキルが活用されるのかを単元構想に取り

入れるため,田村・石上(2019)における学習の過程ごとに主に必要となる思考スキルの抽出結果

をもとに単元に位置付ける。「展望構想力」は,学習する内容に関して問題を見いだしたり課題

解決のための見通しをもったりするための思考力として働いて,下位能力として「問題を見いだ

す」,「予想する」,「計画する」という思考スキルが活用され,主に「Ⅰ.仮説の設定」の過程に

おいて働くと考えられる。「論理的分析力」は,観察・実験などで得られた結果をもとに比較し

たり関連付けたりして課題の解決のために論理的に分析するための思考力として働いて,下位

能力として「比較する」,「関連付ける」という思考スキルが活用され,主に「Ⅱ.仮説の設定」の

過程において働くと考えられる。「課題探究力」は学習した内容や課題解決学習の学習の過程を

振り返って理解し段階的に課題を解決し探究するための思考力として働いて,下位能力として

「振り返る」,「推定する」という思考スキルが活用され,主に「Ⅲ.活用」の過程において働くと

考えられる。これらをもとに,総合的な学習の時間における課題解決学習の３つの学習の過程で

主に必要となる思考スキルの活用を位置づけた単元構想をまとめたものが図１である。 

「Ⅰ.仮説の設定」の過程において,<導入>,<はじめの考察>,<実験方法の確認>という場面を設

定し,学習する内容に関して問題を見いだしたり課題解決のための見通しをもったりするため

「展望構想力」が働いて,「問題を見いだす」,「予想する」,「計画する」という思考スキルが活

用されると位置付けた。 

「Ⅱ.仮説の検証」の過程において, <あとの考察>,<まとめ>という場面を設定し,観察・実験な

どで得られた結果をもとに比較したり関連付けたりして課題の解決のために論理的に分析する

ため「論理的分析力」が働いて,「比較する」,「関連付ける」という思考スキルが活用されると

位置付けた。 

「Ⅲ.活用」の過程において,<学び方の学び>,<パフォーマンス課題>,<パフォーマンス評価※１ 
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サボテンは花が咲き,種子ができるから種子植物。 

現象に関する情

報、知識、概念と

関連付ける 

問題を見いだす 

浮くことと密度

の大小の関係を

関連付ける 

密度の求め方を

理解する 

密度の概念化 

比較することを

通じて植物の特

徴を見いだす 

サボテンの種

類を推定する。 

目標：水に浮くことと密度の違いを関連付けて考えることができ,水よりも密度が大きい物質が容 

積を大きくすることで密度が水よりも小さくなって浮くことを密度の比較から見いだして説 

明することができる 

経験からの素朴

概念(粘土は沈

む)や誤概念(油

がついていて浮

きそう) 

 

粘土が浮く方法

について疑問を

もつ 

問題を解決する

方法を計画する 

結果を比較す

る 

結果の考察と

学習課題を結

び付ける 

密度の数値の

意味を生成 

植物の特徴を

比較する 

植物の種類を

推定する 

なぜ船の形にすると浮くのか 

密度の計測の方

法を見いだす 

浮くことと密度

の違いを実感し

関連付ける 

サボテンはどのような植物だろうか 

学習した内容を

段階的に表す 

課題解決の過

程を振り返る 

課題解決の過

程を振り返る 

課題解決の過

程を表す 

 

 

学習の過程<場面>   場面の状況や確認内容     主とした    知の構造化の過程 生徒の思考 

具体的な思考の内容        思考スキル    
                                

  <導入>         粘土は水に浮かせられるか 

現象の出会い      丸めた粘土は沈む  

   沈む理由の確認     沈むのは粘土の方の密度が大きいからだろう 

実験①粘土を浮かす   どうやったら浮くのかな、平べったくしたら浮きそうだ。 

課題の発見       船が浮くように船の形にしたらどうかな、浮いた！なぜだ。 

学習課題の確認           

 <はじめの考察(予想)> 密度が関係しているのかな。浮力かな。 

   <実験方法の確認>   どのようにしたら問題を解決できるかな。 

            沈む形と浮く形の何を比べたらいいのかな。 

           密度の違いなのかな、どちらも質量は同じだ。 

           体積を計測できれば密度が求められる。 

 

体積の求め方の説明 沈む形の体積は粘土を水に入れて増えた分がその物体の体積 

実験②       船型の体積は粘土の体積と中に入れた水の体積の容積の合計 

                  密度の計算を行う 

<あとの考察>      沈んだ形のときの密度と浮いたときの密度を比較する。 

          浮かんだ形の方の密度が小さいから浮く。 

班で発表の準備   船の形にすると体積が増えて水より密度が小さくなる。 

密度の違いをもとに、船の形にすると浮かぶ理由について説明できる 

   <まとめ>      

                                       

           どのように課題解決をしたのかを振り返る 

           はじめに疑問をもったな。密度の比較のところでわかった。 

   <学び方の学び>  段階的に課題を解決している。 

  <パフォーマンス課題>      

      植物の種類に分類するときは他の植物と比較すればいい。 

 

    

             種子ができるということは種子植物だ 

     <パフォーマンス評価>どのように課題を解決したのかを振り返る 

             種子ができることを見いだし,被子植物だと判断した 

           段階的に課題解決の過程を表せる 

 

 

 

 

船の形にすると体積が増えて水より密度が小さくなるので浮く 

計画する 

関連付ける 

比較する 

比較する 

展望構想力 

論理的分析力 

課題探究力 

予想する 

振り返る 

振り返る 

推定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 思考スキルの活用を位置づけた課題解決学習の単元構造図 
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>という場面を設定し,学習した内容や課題解決学習の学習の過程を振り返って理解し,段階的

に課題を解決し探究するため「課題探究力」が働いて,「振り返る」,「推定する」という思考ス

キルが活用されると位置付けた。 

 

２－２ 単元構成の効果の検討の方法とワークシートの分析の方法 

思考スキル活用の単元構成の効果について検討するためには,思考スキルが活用されたこと 

を検証する必要がある。思考スキルは思考の具体的な手順と方法となるので目に見えず,活用さ

れた様子を目視できるものではない。そこで,課題解決学習における生徒の思考の結果としての

ワークシートの記述の分析をもとに思考スキルを抽出する。 

分析をもとにした抽出例として,「Ⅱ.仮説の設定」の過程における<あとの考察>の場面の生

徒のワークシートの様子を表したものが図２である。<あとの考察>の場面では,粘土を船型にし

て水に浮かせる実験の後に,浮いたときの粘土の密度や沈んだときの粘土の密度を容積・体積と

質量の測定結果をもとに算出し,その粘土の密度の値と水の密度の値を比較して,「なぜ船型に

すると水より密度が大きい粘土が水に浮くのか」という課題を解決するための考察の場面であ

る。ワークシートのベン図の中に浮いたときの粘土と沈んだときの粘土の密度の値を記述し,

「元はこの場合 1.74g/cm3で水の密度 1g/cm3より大きいので沈みます。」と水の密度との違いを

比較することを通じて見いだしていることから「比較する」という思考スキルが活用されたと

解釈できる。このことから,「Ⅱ.仮説の検証」の過程の<あとの考察>の場面において,活用され

た思考スキルとして「比較する」という思考スキルの抽出が可能となる。このように中学校１

年生の学年全体の 190 名のワークシートの記述をもとに分析する。 

思考スキルの活用を位置づけた単元構成の効果を検証するため,学習活動を経て知識が変容

し,知識が構造化される過程を分析し,抽出した思考スキルの活用の効果を検討する。知識が何

によってどのように変容するのかという研究として例えば,田中(2008)は,「誤概念・素朴概念※

２」がはじめにあり,「課題提示・フィードバック要請・正当化の要請・主張,言い換え」を通じ

て,「演繹的学習・帰納的学習」を行い,「拡張・矛盾・比較的判断・精緻化・統合」が行われる

ことで,「科学的概念」の獲得としている。つまり「拡張・矛盾・比較的判断・精緻化・統合」

で行われる思考によって「科学的概念」が獲得できると考えられる。このように,先行研究を踏

まえると,学習活動を通じて知識が変容したり関係付けられて概念化したりして知識が構造化

されていくと考えられていることから,思考スキルの働かせ方によっては知識の獲得にも影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 「Ⅱ.仮説の設定」の過程の<あとの考察>の場面の生徒のワークシートの記述の例 
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展望構想力 
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現象 
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変えて水に浮かべる体験 

 

粘土を水に浮かせて,質量と体積を計測

し,密度を求める 

はじめの考察 予想する 

船型の粘土が水に浮く理由

を予想する 
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調べる方法を理解する 
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問題を見いだす 

粘土を水に浮かべる

にはどうするか 

現象から問題を見いだす 課題の解決方法の立案 

質量 

があると考えられる。このことを踏まえて,課題解決学習の学習の過程ごとに,働いた科学的な

思考力や活用された思考スキルを考察し,学習の過程ごとに主に働いた科学的な思考力や主に

活用された思考スキルの関係をまとめ,知識の変容を知識の構造化の過程として分析する。その

ため,課題解決学習の学習の過程ごとに,思考の結果から思考スキルが活用されるときに働く科

学的な思考力を見いだし,その学習の過程における知識と合わせて知識の構造化の過程の図示

し,本研究における思考スキルの活用を位置づけた単元構成の効果を検討する。 

 

３．結果と考察 

 課題解決学習の学習の過程ごとに主に必要とされる思考スキル活用の単元構成の効果を検

討するため,生徒のワークシートの記述をもとに,それぞれの過程における主に必要となる思考

スキルを抽出し,働いた科学的な思考力や知識の変容を知識の構造化の過程としてまとめた。 

「Ⅰ.仮説の設定」の過程における知識の構造化の過程をまとめたものが図３である。「Ⅰ.仮

説の設定」の過程において,「展望構想力」が働いて「問題を見いだす」,「予想する」,「計画す

る」という思考スキルが活用されて,なぜ粘土が水に浮くのかという疑問をもったり水が入って

こないから浮くといったことを予想したり,他の意見を聞いて密度が関係していると見通しを

もったりすることができたと考えられる。具体的には,<導入>の場面において「全然違う形なの

に浮いてて不思議」といった感想や「どうして浮くのか」という学習課題に関連する疑問が多

く記述してあった。このことから,「問題を見いだす」という思考スキルが活用され,水に浮くと

いう現象の原因について疑問をもっていたと解釈できる。<はじめの考察>の場面では, 「水が 
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図３ 「Ⅰ.仮説の設定」における思考スキル活用による知識の構造化の過程とイメージ 
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課題解決のための考察 

粘土を水に浮かせて,質量と体積を計測し,密度を求める 

実験 

入ってこないから浮く」,「水のていこうを受けにくいから浮く」,「粘土をうすくすると浮く」

という誤概念・素朴概念と考えられる記述が多く見られたり「密度が小さいから浮く」という

記述が少数見られたりした。これらのことから,<はじめの考察>の場面では,学習課題に関する

既習内容をもとに「予想する」という思考スキルが活用されて,自分なりの根拠をもって予想を

していたと解釈できる。<実験方法の確認>の場面では,「浮くのは粘土の方が水の密度より小さ

いから」という予想をした生徒との交流を通じて密度が学習課題に関係していることに気づい

た記述が多く見られた。このことから「計画する」という思考スキルが活用されて,課題の解決

のための密度に関する情報が集められたり,うすくすると浮くといった誤概念・素朴概念が修正

されたりして密度の求め方という情報に注目して見通しをもち,密度の求め方を計画したと考

えられる。これらのことから,「Ⅰ.仮説の設定」の過程において,「問題を見いだす」,「予想す

る」,「計画する」という思考スキルが活用されて学習内容に見通しをもつことができ,主に「展

望構想力」という科学的な思考力が働いたと考えられる。また,「水が入ってこないから浮く」

といった誤概念・素朴概念と考えられる知識が密度という知識に再構成されたと考えられる。 

「Ⅱ.仮説の検証」の過程における知識の構造化の過程をまとめたものが図４である。「Ⅱ.仮

説の検証」の過程において,論理的分析力が働いて「比較する」,「関連付ける」という思考スキ

ルが働いて,実験で得られた結果をもとに比較したり課題の解決のために得られた密度の値と

水に浮くことを関連付けたりして,密度の値に意味を生成していたと考えられる。具体的には,  
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            情報が知識になり,関連付けて１つの概念となる 

図４「Ⅱ.仮説の検証」における思考スキル活用による知識の構造化の過程とイメージ 
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学習の過程を振り返る パフォーマンス課題とパフォーマンス評価 

課題探究力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パフォーマンス評価振り返る 

課題解決の過程を振り返る 

 

パフォーマンス課題 推定する 

サボテンを分類する 

学び方の学び振り返る 

どのように課題を解決し

たのか振り返る 

振り返り 学習内容の活用 

課題解決学習の過

程を段階的に表す 

課題解決学習の過程に

必要な思考を見いだす 

サボテンがどういう

植物かを調べる方法

を見いだす 

既習事項の植物の分

類の内容と比較する 

段階的にサボテンの探

究について振り返る 

サボテンの探究の過

程に必要な思考を見

いだす 

観察・実験で,質量や体積の測定を行い,密度の計算から水に浮くときの粘土の密度と水に沈む

ときの粘土の密度の値を導き出していた。<あとの考察>の場面において粘土が浮いたときと沈

んだときの質量や密度などの値をベン図の中に書き込み,違いを見いだしていると考えられる

記述が多く見られたことから,「比較する」という思考スキルが活用され,粘土が沈むときと浮く

のときの密度の値や水の密度と比較していたと考えられる。<まとめ>の場面では,「粘土の密度

が水よりも小さくなったから浮く」という記述が多く見られたことから,「関連付ける」という

思考スキルが活用されて,水に浮いたときの粘土の密度が水の密度より小さいことと水に浮く

という現象を関連付けられていたと考えられる。これらのことから「Ⅱ.仮説の検証」の過程に

おいて,「比較する」,「関連付ける」という思考スキルが活用されて実験結果から論理的に分析

するために,主に「論理的分析力」という科学的な思考力が働いたと考えられる。また,水に浮く

という現象が密度という知識に関連付けられたと考えられ,知識がさらに関連付けられて概念

化されたと考えられる。 

「Ⅲ.活用」の過程における知識の構造化の過程をまとめたものが図５である。「Ⅲ.活用」の

過程では,「課題探究力」が働いて「振り返る」,「推定する」という思考スキルが活用されて,学

習過程を振り返って学習した内容や方法を確認したり,他の課題に対して推定したりすること

ができたと考えられる。具体的には,<学び方の学び>の場面では,「ねんどはどうすれば浮くか

考えた→ねんどをうかした→なぜねんどが浮いたのか考えた→質量、体積をはかった→計算し

て沈んだときの密度と浮いたときの密度を比較した→なぜねんどが浮いたのか考えた→まとめ

を考えた」といった,粘土がなぜ浮くのかという課題解決学習の過程についての段階的な記述が 
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図５ 「Ⅲ.活用」における思考スキル活用による知識の構造化の過程とイメージ 
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多く見られたことから,「振り返る」という思考スキルが活用されて,学習した内容を段階的に表

すことを通じて,学習した内容や方法を確認して振り返ることができていたと考えられる。<パ

フォーマンス課題>では,サボテンはどのような植物かという課題に対して,資料をもとに「胚珠

が子房に包まれているから被子植物」という記述が多く見られたことから,「推定する」という

思考スキルが活用されて,植物の花の特徴を見いだして比較したり分類したりしながら,学習し

た内容を活用して推定していたと考えられる。<パフォーマンス評価>という場面では,「サボテ

ンの分類について予想する→資料集を見て調べる→写真と資料を見て考える」といった記述が

多く見られたことから,「振り返る」という思考スキルが活用されて,課題解決学習の過程として

比較や分類の過程を段階的に表して学習した内容や方法を確認するために振り返ることがで

きたと考えられる。これらのことから,「Ⅲ.活用」の過程において,「振り返る」,「推定する」

という思考スキルが活用され,学習した内容や課題解決学習の学習の過程を振り返って理解し

段階的に課題を解決し探究するため,主に「課題探究力」という科学的な思考力が働いたと考え

られる。また,学習した内容や方法を確認したり,概念化された知識を活用して課題を解決した

りしたと考えられる。これらの３つの過程における知識の構造化の過程をすべて合わせて,３時

間の課題解決学習における知識の構造化の過程を表したものが図６である。 
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図６ 総合的な学習の時間の課題解決学習における思考スキル活用による知識の構造化の過程 
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４．総合考察 

生徒のワークシートの記述から,課題解決学習の学習の過程ごとに主に働いた科学的な思考

力や主に活用されたと考えられる思考スキルを抽出し,知識が変容し構造化する過程を確認す

ることができたと考えられる。本実践における総合的な学習の時間の３時間の課題解決学習に

おいて主に働いた科学的な思考力と主に活用された思考スキル,知識の構造化の過程の関係を

まとめたものが表１である。「Ⅰ.仮説の設定」の過程において,「なぜ船型にすると粘土が水に

浮くのかという学習課題を見いだす」ことや「なぜ水より密度が大きい粘土が形を変えると水

に浮くのかを既習内容から予想する」こと,「粘土が水に浮くことと密度が関係していることに

気づき密度の計測方法を計画する」ことができていた。これらから,課題を見いだしたり検証の

方法を計画したりして学習内容を見通すための思考として主に「展望構想力」が働いたと考え

られ,下位能力の「問題を見いだす」,「予想する」,「計画する」という思考スキルが活用された

と考えられる。「Ⅱ.仮説の検証」の過程において,多くの生徒が「浮くときと沈むときの粘土の

密度の値や水の密度を比較する」ことや「形を変えた粘土の密度が水の密度よりも小さいこと

と水に浮くことを関連付けて,学習課題と結果を関連付ける」ことができていたことから,得ら

れた結果と学習課題を関連付けて分析するための思考として主に「論理的分析力」が働いたと

考えられ,下位能力の「比較する」,「関連付ける」という思考スキルが活用されたと考えられる。

「Ⅲ.活用」の過程において,「段階的に学習の過程を段階的に表すことを通じて学習した内容を 

 

表１ 科学的な思考力思考スキルと知識の構造化過程の関係のまとめ 

探究の

過程の

段階 

主に働いた科学的な思考力 知識の構造化の過程 活用され

た主な思

考スキル 

Ⅰ . 仮

説の設

定 

学習内容に対して密度とい

う知識が必要となり密度の

求め方を計画することで課

題解決に対して見通しをも

つ思考力 

→主に展望構想力が働いた

と考えられる 

なぜ船型にすると粘土が水に浮くのか

という学習課題を見いだす 

問題を見

いだす 

なぜ水より密度が大きい粘土が形を変

えると水に浮くのかを既習内容から予

想する 

予想する 

粘土が水に浮くことと密度が関係して

いることに気づき,粘土の密度を計測す

る方法を計画する 

計画する 

Ⅱ . 仮

説の検

証 

得られた結果をもとに論理

的に分析する思考力 

→主に論理的分析力が働い

たと考えられる 

浮くときと沈むときの粘土の密度の値

や水の密度を比較する 

比較する 

形を変えた粘土の密度が水の密度より

も小さいことと水に浮くことを関連付

けて,学習課題と結果を関連付ける 

関連付け

る 

Ⅲ . 活

用 

学習した内容をもとに課題

を解決する思考力 

→主に課題探究力が働いた

と考えられる 

段階的に学習の過程を段階的に表すこ

とを通じて学習した内容を振り返る 

振り返る 

 

 

サボテンの分類を花などから被子植物

と推定する 

推定する 
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振り返る」ことや「サボテンの分類を花などから被子植物と推定する」ことができていたこと

から,学習の内容や方法を確認したり既習内容をもとにして比較して推定したりして,学習した

内容をもとに課題を解決するための思考として主に「課題探究力」が働いたと考えられ,下位能

力の「振り返る」,「推定する」という思考スキルが活用されたと考えられる。これらのことよ

り,中学校の総合的な学習の時間において学習の過程ごとの主な科学的な思考力の働きや主に

必要となる思考スキルの活用を確認することができたと考えられる。 

 これまでの研究を踏まえ,思考スキルに焦点をあてた生徒の一連の思考としてのストーリー

ラインは以下の通りである。    

総合的な学習の時間における課題解決学習において生徒は,最初の過程としての

仮説の設定では,はじめに水より密度が大きい粘土が水に浮くという現象を見たり

粘土を浮かせてみたりして,なぜ粘土が水に浮くのかという疑問をもつ。次になぜ粘

土が水に浮くのかを自分の知っていることをもとにして薄いから浮く,浮力が働い

て浮く,密度が小さいから浮くと予想する。続いて,グループや学級で予想を共有して,

粘土が水に浮く現象には密度が関係しているという見通しをもって密度の求め方を

計画する。 

次の過程としての仮説の検証では,はじめに実験として,粘土の体積や容積,質量を

計測し,粘土が水に浮いたときの密度や沈んだときの密度を算出する。次に,粘土の密

度と水の密度を比較する。続いて,算出した粘土の密度の値と水の密度の値を比較し

たことと水に浮くことを関連付けて,水に浮いたのは,容積の分だけ体積が大きくな

り水の密度よりも粘土の密度が小さくなったからと考察する。  

最後に,仮説の設定にて学習課題に見通しをもち仮説の検証で課題を解決したこ

とを踏まえて,学習した内容の応用としての活用の過程では,はじめに粘土がなぜ水

に浮くのかという課題解決学習について場面ごとにどのようにして課題を解決した

のかを段階的に表して振り返る。次に,パフォーマンス課題としてサボテンという植

物の分類を行い,これまでの知識を生かして種子があるから種子植物で,子房がある

から被子植物と推定する。続いて,サボテンの課題に対してどのように課題を解決し

たのかを段階的に表して振り返る。 

 以上の過程を通して,「展望構想力」,「論理的分析力」,「課題探究力」という３つの科学的な

思考力が単元を通して働き,科学的な思考力の育成につながっていくものと考えられる。 

 また,田村・石上(2019)によって想定された学習の過程ごとに主に必要となる思考スキルと本

研究において課題解決学習の過程ごとに活用されたと考えられる思考スキルを比較すると,「Ⅰ.

仮説の設定」の過程における「問題を見いだす」,「予想する」,「計画する」,「Ⅱ.仮説の検証」

の過程における「比較する」,「関連付ける」,「Ⅲ.活用」の過程における「振り返る」,「推定

する」という７つの思考スキルと同一の思考スキルとして一致した。このことから,本研究で課

題解決学習に位置付けた思考スキルの活用を実証的に確認することができた。 

さらに,生徒のワークシートの分析を通じて,知識の再構成や概念化と考えられる変容が確認

でき,働いた科学的な思考力と活用された思考スキルを合わせた知識の構造化の過程を図示す

ることを通じて,科学的な思考力が働いて思考スキルが活用されることで生徒の知識が構造化

していくという示唆を得られたと考えられる。 
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５．今後の展望 

成果として挙げられるのは以下の３点である。 

１つめは,本研究において活用されたと考えられる思考スキルとして「問題を見いだす」,「予

想する」,「計画する」,「比較する」,「関連付ける」,「振り返る」,「推定する」の７種類を確

認できたことである。 

２つめは,抽出できた思考スキルが他教科でも活用が期待される思考スキルとなると位置付

けられ,内容は理科への接続を意図した学習課題であったが,他の教科とも接続が期待できる思

考スキル活用の単元構成としての総合的な学習の時間となったことである。つまり,理科だけで

はなく教科横断的な総合的な学習の時間となった。 

３つめは, 科学的な思考力が働いて思考スキルが活用されることで,生徒の知識が構造化して

いくという示唆を得られたことである。 

今後の課題として挙げられるのは以下の２点である。 

１つめは,本研究の単元開発において,授業を実施した時期が学校の状態として１年間のまと

めを行っている時期の３月となり,課題の解決や振り返りも含めて課題解決学習の単元が３時

間となったことである。さらに生徒の資質・能力を高めていくためには,より多くの時間を課題

解決学習に費やす必要がある。 

２つめは,題材が変われば他の種類の思考スキルが必要になると考えられ,その思考スキルが

活用される過程についても分析する必要があることである。また,他教科における資質・能力や

その活用など,これからの学習指導要領に求められている思考スキルの活用を位置づけた実践

が必要となる。そのためにも,同じ思考スキルや他の思考スキルの具体的な手続きに関すること

などを他の教科や他の単元でも分析する必要があり,他の教科との接続を意図したカリキュラ

ムマネジメントを機能させていかなくてはならない。 

 以上のことより,本研究は中学校の理科への接続を意図した単元開発であり,これから中学校

の理科において３つの学習の過程に主に必要となる思考スキルの活用を目指した課題解決学習

の単元開発を行い,実践し,評価していく。  

  

[註] 

※１パフォーマンス評価とは,本来パフォーマンス課題の評価のことだが,学習した内容や方法を

確認して自己評価する場面という意味をこめて,場面の名前として<パフォーマンス評価>と

した。 

※２誤概念・素朴概念とは,学習内容に適さず,科学的な概念ではないものとした。 
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